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1. 2020 年度 事業報告書 

1-1.事業の概要 

 ライフデータイニシアティブとして次世代医療基盤法に基づく認定事業者と

して国から正式に認定証を受領した。正式な事業の開始に向け、医療情報取

扱事業者から承諾を得て医療情報の集積を図り、次世代医療基盤法に基づく

適切な運用を進めると共に、利活用者並びに研究者から利用料を得られる仕

組みを実現し、事業の安定化を図ることを目的に事業を推進した。 

1-２.事業の内容 

（１）匿名加工医療情報作成事業の事業開始に向けた取組みの推進 

 次世代医療基盤法に基づく認定事業者として次世代基盤法に基づく安

全管理基準に準拠した適切な事業運営を行うことにより、医療情報取

扱事業者、患者並びに利活用者からの信頼関係を築いていく。 

（２）匿名加工医療情報作成事業の事業目標を達成するための様々な研究の推進 

 匿名加工医療情報作成事業に参加する医療情報取扱事業者、患者並び

に利活用者に評価を得られるサービス機能の企画・開発を継続し、”

患者の一生涯に寄り添う医療連携サービス”の実現を図り、安定した

事業の推進を図る。 

（３）画像情報連携を含めた既存施設/新規施設の確保 

 匿名加工医療情報作成事業の価値を広く日本国民に還元するため、既

存の医療情報取扱事業者に加え、新たな医療情報取扱事業者の拡大を

図ると共に、医療情報、サービス機能の拡充を図るため、医療情報取

扱事業者が保持する画像情報の連携を早期に実現する。 

（４）事業運営資金の確保 

 匿名加工医療情報作成事業の安定化のために、中期事業計画に定めた

自立採算を実現させるため、利活用者の獲得を始め、安定的な事業収

支を実現するための様々な取り組みを推進する。 

（５）その他当法人の目的を達成するための取組みの推進 

・安心・安全を担保するためISMS（ISO/IEC 27001）の継続認定の取得 

・認定事業及び次世代医療基盤法に関わる広報活動の推進、および医療

情報取扱事業者、国民、匿名加工医療情報取扱事業者全ての関係主体

に対する当法人事業への理解促進 

・次世代医療基盤法に基づく運用実績報告（情報セキュリティ責任者）

の継続実施 

・匿名加工医療情報作成事業の利用実績を積み重ねると共に広報活動

を進め広く国民に浸透させる。  
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1-3.事業報告の詳細 

 （１）医療情報取扱事業者へのアプローチ 

2019年12月19日に認定匿名加工医療情報作成事業者の認定を受け、

匿名加工医療情報作成事業等の連携事業者である日本医療ネットワー

ク協会（ＥＨＲ事業）に参加している医療情報取扱事業者に対し、次

世代医療基盤法に伴う医療情報利活用事業への参加勧奨の活動を推進

した。 

COVID-19による新型感染症による影響もあり、当初の事業計画の見

直しを余儀なくされたが、医療情報利活用事業を有益なものとするた

め、費用対効果を踏まえ医療情報取扱事業者への展開戦略を策定し

た。2020年度の医療情報利活用事業への契約施設は図表1の通りであ

る。 

図表1. 2021年度の事業契約締結施設数 

ＦＹ ２０１９ 

（実績） 

２０２０ 

（実績） 

医療情報取扱事業者（医療機関） ０ ４３ 

 ※上記施設の内、主務府省庁に届出が完了している施設は17施設となっている。 

 

（２）自ら取得する医療情報の内容及び規模 

2019年度と同様に、電子カルテデータ(診療行為結果)・レセプトデ

ータ・DPC調査データを収集し、利活用を図る（図表2）（図表3）。 
 

図表2. 収集する医療情報 

 
※画像情報の収集については、知見を保有する事業者との実現性の検

討を実施し、事業化に向けた準備を進めている。 
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図表3：属性ごとの収集する医療情報項目 

 
 

また、前述の医療情報取扱事業者のアプローチの成果として2020年度

実績の医療情報取扱事業者数並びに想定される収集人数を図表４に示

す。 

 

図表4：医療情報取扱事業者数、収集人数規模の想定 

項目 2019年度（実績） 2020年度（実績） 

医療情報取扱事業者 ０施設 ４３施設 

収集患者数（ユニーク患者数） 0人/年 ６７万人/年 



 

 

5 

 

（３）提供する匿名加工医療情報の内容及び提供先 

医療情報利活用事業を展開するにあたり、民間事業者・学術機関で

の活用事例の蓄積を目指す。また、本情報を活用した行政関連機関に

よる利活用事例の創出も図れるよう提案を進めた。 
 

図表5. 匿名加工医療情報または統計情報の提供件数（2020年度実績） 

提供先 提供サービス 提供目標

件数 

民間企業 匿名加工医療情報 0 

統計情報 2 

研究機関 

 

匿名加工医療情報 0 

統計情報 1 

行政団体 匿名加工医療情報 0 

統計情報 0 

 

 

（４）その他の活動 

2019年度に引き続き、次世代医療基盤法並びに認定事業の社会認知活動

を継続するとともに、本事業によるデータ活用の高度化に必要な学術支援

や当事業で保有する情報の質向上策の検討を進めた。 

 

① 認定事業に関わるシンポジウムの開催 

② 主府省庁と連携した地方公共団体への社会認知活動 

③ 収集した情報の質向上、サービス向上に繋がる研究の実施 

④ 研究機関からのデータ活用に関する各種問合せへの対応 

 


